
【3】暑号具
豆電球(3.8V,0.5A)、ニクロム線抵抗器、スライド抵抗器、電圧計、電流計、
デジタルテスター、電源端子、安定化電源装置、接続コード、ものさし

【4]zF業
<ニクロム線の電流電圧特性と電圧降下の測定＞
①電源コンセントを抜き、図4のように各器具を配線する。スライド抵抗器の

つまみは、はじめは▼印の位置に置く。電流計は500[InA]の端子を用いる。
②安定化電源のつまみは、はじめは反時計回りに回しきっておく。電源コンセ

ントを差し込み、安定化電源の出力が3.0[V]になるようにつまみで調節する。
③スライド抵抗器を操作して、電流値を0.10[A]から0.02[A]ごとに0.26[A]ま

で変化させ、それぞれに対応する電圧の値をデジタルテスターで読み取り、
ニクロム線の電流電圧特性を測定する。

④その後、電流値を0.20[A]に保ちながら、一極側を基準としたニクロム線の
各部の電位Vを電圧計で測定する。距離Zはニクロム線の＋極側から測る。

⑤スライド抵抗器のつまみを▼印の位置にもどし、電源コンセントを抜く。

生捷美鰯夛非オー.ム蟹揃を孟今む〃瀞

【1】目白勺
ニクロム線と豆電球の電流電圧特性の測定を通じて、オームの法則に従う導

体と従わない導体の特性を理解する。また、これらを含む直流回路の動作を理
解する。

図1
【2】原理
導体に加えた電圧Vと、そのとき導体に流

れる電流Iの関係を、その導体の電流電圧特
性という。温度を一定に保った金属などの導
体では一般にVとIは比例し、いわゆるオー
ムの法則

電源
V=RI･…．･(1)

が成り立つ。式(1)の比例定数Rをその導体の
電気抵抗とよぶ。Vを[V]、Iを[A]という単
位で表すとき、Rの単位は[Q](ｵー ﾑ)である。

図4

霞電流電圧特性が比例関係になく、オームの法則に従わない導体を「非オーム
抵抗」とよぶ。電球などがその例である。一般に電気抵抗Rは、温度によって
変化するので、温度を一定に保たない場合、実はほとんどの導体は非オーム抵
抗である。半導体素子の多くも非オーム性の特性をもつ。非オーム抵抗の電流
電圧特性のグラフは曲線となり、両者の関係は斑1)のような単純な式で表すこ
とはできない。
豆電球と電気抵抗Rのニクロム線（温度一定）を直列につないで電圧Eの電

源に接続し、図2のような回路を作ったとき、電球の両端に加わる電圧をV，
そこを流れる電流をI，ニクロム線の両端の電圧をVｧとすると、キルヒホッ
フの第二法則とオームの法則からそれぞれ、
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E=V+V"
V"=RI 図5＜電球の電流電圧特性の測定＞

①電源コンセントを抜き、図5の
ように各器具を配線する。電流
計は500[mA]の端子を用いる。

②スライド抵抗器のつまみを▼印
の位置にして、電源を入れ、出
力を3.0[V]に調節する。

③スライド抵抗器を操作して、電
流値を0.10[A]ぐらいから、
0.02[A]ごとに0.44[A]ぐらいま
で（測定可能なところまで）変
化させ、それぞれに対応する電
圧の値をデジタルテスターで読
み取り、電球の電流電圧特性を
測定する。

④スライド抵抗器のつまみを▼印
の位置にもどし、電源コンセン
トを抜く。

が成り立つ。一方、電球については電流電圧
特性の関数

電源
I="(V)……④

を仮定する。式(4)のグラフは測定により、図
3のように与えられているものとする。この
グラフに式⑨、側から得た

I=星云z……(5)
のグラフを重ねて描き、その交点の座標を読
めば、式(4)、(5)の連立解が求まり、回路を流
れる電流や各部の電圧を知ることができる。
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FII定糸吉果図6

<ニクロム線の電流電圧特性＞

＜非オーム抵抗を含む回路の動作＞
①電源コンセントを抜き、図6のように各器具を配線する。電流計は500[mA]

の端子を用いる。
②電源コンセントを差し込み、安定化電源の出力が3.0[V]になるようにつまみ

で調節する。
③テスターリードを図のAとCに当て、全電圧Vを測定し、同時に電流Iを読

みとる。

④電流値が③と同じに保たれていることを確認しながら、テスターリードを移
動し、図6のAB間、BC間の電圧VAB，VBcをそれぞれ測定する。電流値
に変動があれば③からやり直す。

⑤電源コンセントを抜く。

【5】考雲書
くニクロム線と豆電球の電流電圧特性の測定＞
①縦軸に電流I，横軸に電圧Vをとって、ニクロム線の電流電圧特性のグラフ

を描け。
②ニクロム線についてオームの法則が成り立っていることを確認し、グラフよ

り、電気抵抗Rの値を求めよ。
③ニクロム線の途中の各部の電圧Vを縦軸、＋極側からの距離Zを横軸にとっ

てグラフ化し電圧降下について考察せよ。
④縦軸に電流I，横軸に電圧Vをとって、豆電球の電流電圧特性のグラフを描

け。
⑤豆電球の電流電圧特性がオームの法則に従わないわけを考えよ。

＜非オーム抵抗を含む回路の動作＞
⑥全電圧Vを電源電圧とし、Rとして考察②で求めた値を用いて、式⑤に相当

するグラフを考察④のグラフに重ねて記入せよ。
⑦電球の電流電圧特性のグラフと⑥で記入した直線の交点を求め、その電圧・

電流値と測定値を比較せよ。

＜ニクロム線の電圧降下＞

＜非オーム抵抗を含む回路の動作＞

全電圧E=[二コ[V]のとき、

AB間の電圧v"=[二コ[V]、
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＜糠①④④⑦のグラフ＞
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